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製品安全データシート 
 

１．製品及び会社情報 

 

２．危険有害性の要約 

最重要危険有害性 

 人の健康に対する 

有害な影響 

： 目に入ると火傷を起こす。皮膚にふれると炎症を起こすことがある。飲み

込むと口や食道に炎症を起こすことがある。大量に飲み込むと胃腸障害、

心臓抑制、腎臓障害を起こすことがある。吸入すると鼻と喉に炎症を起こ

すことがある。 
 環境への影響 ： データなし 

 物理的及び化学的危険性 ： データなし 
特定の危険有害性 

 化学物質等の分類 
(分類基準は日本方式) 

： 該当しない 

 

３．組成、成分情報 

  単一製品・混合物の区別：混合物 

化学名 
Chromatropic 酸 

ニナトリウム 

スルファニル

酸ナトリウム

ピロ硫酸 

カリウム 

リン酸ニ水

素カリウム 

1,2-シクロヘキサンジア

ミン四酢酸三ナトリウム

含有量 
1.0～5.0 

w/w% 

5.0～15.0 

w/w% 

1.0～10.0 

w/w% 

75.0～85.0 

w/w% 

1.0～5.0 

w/w% 

化学式又は 

構造式 
C10H6Na2O8S2 C6H4(NH2)SO3Na K2S2O7 KH2PO4  

官報公示整理番号 

化審法・安衛法 
4-1109 3-1972 – 1-452 – 

CAS  No 129-96-4 515-74-2 7790-62-7 7778-77-0 36679-96-6 

  危険有害成分：なし 

 

４．応急処置 

皮膚に付着した場合 ： 石鹸を使用し、大量の水で洗う。炎症が広がる場合は医師に連絡する。 

目に入った場合 ： 直ちに流水で１５分以上洗眼し、医師に連絡する。 

飲み込んだ場合 ： 無理に吐かさない。コップ１～２杯の水を飲ませる。直ちに医師に連絡

する。意識がない場合は何も与えない。 

吸入した場合 ： 新鮮な空気の場所に移動する。必要に応じて人工呼吸を行ない、医師に連

絡する。 
 

５．火災時の措置 

燃焼性 ： 火災の際、分解して酸化リン、一酸化炭素、二酸化炭素などの有毒ガス

を発生する。 

製 品 名 ： 亜硝酸試薬 NitriVer3 テスト Nチューブ 

カタログ No ： 1406500 

品目コード ： - 

会 社 名 ： 東亜ディーケーケー株式会社 

住 所 ： 東京都新宿区高田馬場 1-29-10 

担 当 部 門 ： 生産本部 

電 話 番 号 ： 04-2957-6152 

F A X 番 号 ： 04-2957-9906 
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消火剤 ： 火災状況に応じた適切な消火剤を使用する。 

消火方法 ： 呼吸器内蔵酸素供給型全身防護服を着用する。 

 

６．漏出時の措置 

人体に対する注意事項 ：漏出量にかかわらず、緊急時の対応マニュアルにしたがい避難する。 

環境に対する注意事項 ：漏出物が環境に流出しないこと。 

除去方法 ：漏出物を大きめのビーカーにすくい取り、水に溶かす。ソーダ灰、炭酸水

素ナトリウムなどのアルカリでｐＨを６～８に調整する。漏出物を大量の

水とともに下水に洗い流す。 
 
７．取扱い及び保管場所の注意 

取扱い 

 注意事項 ：目、皮膚に触れないようにする。ダストを吸入しないこと。取扱い後は

手、顔等をよく洗い、うがいをする。 

 安全取扱い注意事項 ：一般的な労働衛生上の規則に従うこと。 

保管 

 適切な保管条件 ：光、熱、水分から保護して保管する。 
 

８．暴露防止及び保護措置 

設備対策 ：近くに洗眼設備を設ける。一般的な労働衛生上の規則に従う。 

管理濃度 ：設定されていない。 

許容濃度 ：設定されていない。成分についても設定されていない 

保護具： 

 呼吸器保護具 ：適切な換気 

 目の保護具 ：上部側部密閉型安全眼鏡 

 皮膚及び身体の保護具 ：使い捨てゴム手袋、白衣 
 
９．物理的及び化学的性質 

物理的状態 

 形状 ：粉末 臭い ： 特定されていない 

 色 ：白色 ｐＨ ： 3.2（5%溶液の場合） 

物理的状態が変化する特定の温度／温度範囲 

 沸点 ：該当しない 

 融点 ：224℃ 

 引火点 ：該当しない 

蒸気圧 ：該当しない  

比重 (水=１) ：3.12  

溶媒に対する溶解性   ： 水 

酸 

可溶 

データなし 
 
１０．安定性及び反応性 

安定性 ： 適切な条件下で保存すれば安定である。 

避けるべき条件 ： 過剰な水分、極端な温度 

反応性 ： データなし 

危険有害な分解生成物 ： 酸化リン、二酸化炭素、一酸化炭素 
 
１１．有害性情報（人についての症例、疫学的情報を含む） 

急性毒性 ：データなし。成分については以下のとおり。 

  Chromatropic 酸二ナトリウム: 経口ラット LD50 > 5000 mg/kg 

  リン酸二水素カリウム: 経口ラット LD50 = 7100 mg/kg 

  ピロ硫酸カリウム: 経口ラット LD50 = 2340 mg/kg 

局所効果 ：データなし 
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感作性 ：データなし 

変異原性 ：データなし 

生殖毒性 ：データなし 

発がん性 ：OSHA にリストされた発がん性物質は含まれていない。 

 

１２．環境影響情報 

残留性／分解性 ： データなし 

生態蓄積性 ： データなし 

生態毒性 ： データなし 
 

１３．廃棄上の注意 

残余廃棄物 ： 過剰の水で、５％以下の濃度まで希釈し、ソーダ灰、炭酸水素ナトリウムなど

のアルカリでｐＨを６～８に調整する。蛇口を全開にした状態で、溶液を排水

口にゆっくりと流す。 

または、都道府県知事の認可を受けた廃棄物処理業者に処理を委託する。 

汚染容器・包装 ： 容器は水で３回以上すすぎ、地方自治体の指示に従って、通常の廃棄物として処理

する。 

 

１４．輸送上の注意 

国連分類 ：該当しない 

国連番号       ：該当しない 

輸送の特定の安全対策

及び条約 

：輸送に際しては直射日光を避け、容器の漏れのないことを確かめ、落下、

転倒、損傷がないように積み込み荷くずれの防止を確実に行う。 

国内規制 ： 船舶安全法：該当しない 

 航空法：該当しない 

 港則法：該当しない 

その他の情報 ：本製品は、分析・試験目的のために種々の組み合わせで危険物からなる化

学キットの一部として出荷されることがある。ケミカル・キットは以下の

とおり分類される。 

  国連分類：クラス９（その他の危険物質）、国連番号：３３１６ 

 

１５．適用法令  

毒物及び劇物取締法 ： 該当しない 

化学物質管理促進法 ： 該当しない 

労働安全衛生法 ： 該当しない 

 

１６．その他の情報(記載内容の問い合わせ先、引用文献等) 

引用文献等 

 ① Hach Company MSDS No. M00055 (NitriVer® 3 Nitrite Reagent) 2003.3.24 
 ② 化学物質総合検索システム、(独)製品評価技術基盤機構 
 ③ 14504の化学商品、化学工業日報社 
 ④  化学物質等法規制便覧、化学工業日報社 
 

記載内容の取扱い 

  この安全データシートは各種の文献などに基づいて作成していますが、必ずしもすべての情報を

網羅しているものではありませんので、取り扱いには十分注意してください。 

 また含有量、物理／化学的性質、危険有害性などの記載内容は情報提供であり、いかなる保証を

なすものではありません。 

 なお、注意事項は通常の取り扱いを対象としたものであり、特殊な取り扱いをする場合には、そ

の用途・用法に適した安全対策を実施してください。  


